
2024 年７月８日 

各 位 

三井住友信託銀行株式会社 

『不動産の環境認証の取得状況および経済価値の調査 2024』の実施について 

三井住友信託銀行株式会社（取締役社長：大山 一也、以下「当社」）と株式会社三井住友トラスト基礎

研究所（取締役社長：百瀬 義徳、以下「SMTRI」）は、賃貸オフィスビル市場（2023 年末時点）における

「環境認証(※１) の取得状況および経済価値の調査」を実施し、結果をまとめましたのでお知らせします。 

グローバルで ESG への取り組みが加速する中、不動産市場においては、環境性能を「見える化」する

環境認証の取得が加速度的に進んでいます。本調査は、環境認証の取得有無・ランクの差がもたらす経

済効果を明らかにし、環境認証取得を通じた不動産 ESG への取り組み推進の一助となることを目的とす

るもので、今回が３回目の調査です。 

当社は、2010 年に国内金融機関として初めて環境不動産（※２）の専担組織を設置し、現在では建物

の総合的な環境性能を評価する CASBEE 認証申請支援コンサルティングに加え、再生エネルギーの導

入支援、ワークプレイスの見直し等、お客さまの不動産 ESG 課題の解決を幅広くサポートしています。今

後もお客さまの不動産 ESG 取組みと企業価値・資産価値向上に貢献していきます。 

＜調査結果ポイント＞ 

東京都心 5 区（※３）の賃貸オフィスビル全体の 54％（延床面積ベース、前年度比+13pt）が環境認証を取

得し、調査開始以降、初めて過半に達した。 

東京都心 5 区の築浅・大規模ビルでは、最高ランクの評価 5（※４）は評価 3 より 10.4％賃料が高い結果が

推計された。 

東京都心 5 区の築浅・大規模ビルで環境認証取得前後の賃料比較を行った結果、評価 5 では+4.7％の

賃料押上げ効果が推計された。 

（※１） 環境認証 

本調査では、CASBEE（建築環境総合性能評価システム）、DBJ Green Building 認証、BELS（建築物省エネルギー

性能表示制度）の 3 種類の認証制度で、2024 年 4 月末時点で公表されている情報のうち、2023 年 12 月末時点ま

でに取得された環境認証に関するデータを収集し分析。 

（※２） 環境不動産 

環境に配慮し、環境性能が高く良好なマネジメントがなされている環境価値の高い不動産 

（※３） 東京都心 5 区 

千代田区、中央区、港区、新宿区、渋谷区 

（※４） 評価 

各種認証制度の最高ランクを「評価 5」とし、「評価 5」～「評価 1」に分類を行った。 

【本調査についてのお問合せ先】 

三井住友信託銀行株式会社 不動産企画部 （SuMi_REESG@smtb.jp） 

以 上 
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